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2026.6.17  水曜ＡＣ 霊とまことの礼拝  
 

－エペソ書 1章で語られている「福音の奥義」－ 
 

〔聖書は新改訳 2017 を引用〕 

 

はじめに 

エペソ書は、パウロが晩年にローマで投獄されていたときに、エペソの人々に書き送

った書簡とされており(エペソ 1:1)、その書の特徴は「教会の本質」について体系的

に教えられているということがよく言われています。 

また、パウロ自身はこの書の最後で次のように語っています。 

【エペソ 6:19～20】 

「19 また、私のためにも、私が口を開くときに語るべきことばが与えられて、福音 
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の奥義を大胆に知らせることができるように、祈ってください。20 私はこの福音の

ために、鎖につながれながらも使節の務めを果たしています。宣べ伝える際、語るべ

きことを大胆に語れるように、祈ってください。」 

 

ここには、パウロが「福音の奥義」を宣べ伝えたいという思いが込められています。

20 節で「この福音のために…使節の務めを果たしています。」とありますので、この

書簡が書き送られたのも、「福音の奥義」を伝えるためであるということができると

思います。事実、エペソ書には「ミュステーリオン(奥義)」という言葉が 6回も出て

きます。これは福音書の中でも第一コリント書と並んで最も多い数です。 

パウロがエペソ書で伝えたかった「福音の奥義」とは何を指すのでしょうか。 

 

１ みこころの奥義 

最初に「奥義」について記されているのが、エペソ 1 章 9節です。 
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【エペソ 1:7～10】 

「7 このキリストにあって、私たちはその血による贖い、背きの罪の赦しを受けてい

ます。これは神の豊かな恵みによることです。8 この恵みを、神はあらゆる知恵と思

慮をもって私たちの上にあふれさせ、9 みこころの奥義を私たちに知らせてください

ました。その奥義とは、キリストにあって神があらかじめお立てになったみむねにし

たがい、10 時が満ちて計画が実行に移され、天にあるものも地にあるものも、一切

のものが、キリストにあって、一つに集められることです。」 

 

ここには「みこころの奥義」という言葉が出てきます。 

8 節から 9 節前半で「この恵みを、神はあらゆる知恵と思慮をもって私たちの上にあ

ふれさせ、みこころの奥義を私たちに知らせてくださいました。」とあり、この「み

こころの奥義」は私たちの上に「この恵み」をあふれさせることによって知ることが

できたと教えています。 
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「この恵み」とは、7節にある「神の豊かな恵み」のことです。 

「恵み」は「ca,rij(カリス)」という原語が使われています。それは「恵み」のほ

かに「好意」、「恩恵」、「寵愛」、「親切」、「感謝」などの意味があるとされています。

またヘブル語では「ds,j,(ヘセド)」と訳されており、「恵み」、「愛」、「誠実」、「真

実」などの意味があります。ですから「神の豊かな恵み(カリス)」と言うときには、

これらのものが神の中に存在する意思として表されているということができます。 

 

またパウロは、エペソ 1 章 3節で「神はキリストにあって、天上にあるすべての霊的

祝福をもって私たちを祝福してくださいました。」と語り、その「霊的祝福」の内容

について 4～14 節の中で説いています。 

その内容は、 

①「私たちを選び、御前に聖なる、傷のない者としようとされた」(4 節) 

②「ご自分の子にしようとされた」(5 節) 
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③「キリストの血による贖い、背きの罪の赦しを受けている」(7 節) 

④「キリストにあって御国を受け継ぐ者となった」(11 節) 

⑤「約束の聖霊によって証印を押された…」(13～14 節) 

とされています。 

 

こうした「霊的祝福」の源泉が神の中に存在す 

る意思としての「恵み(カリス)」であり、その 

霊的祝福の動機であるということができます。 

また 7節にある「キリストの血による贖いと背 

きの罪の赦し」という祝福をもたらした恵みは 

神の「知恵」と「思慮」によって私たちにあふ 

れ、そうすることで私たちが「みこころの奥義」 

を知ることに至らしめたと教えています(9 節)。 

 

 



- 6 - 
 

 

パウロは、7節で「キリストの血による贖いと背きの罪の赦し」という表現をするこ

とで「キリストの死と復活」を指して、イェシュアがいのちを与える霊となられて私

たちの霊を再生させ、ともに 

住むことができるようにされ、 

神のいのちに生きることがで 

きるようにされたということ 

を示しているのではないでし 

ょうか。 

そのようなキリストの内住と 

いう恵みによる祝福があって 

はじめて私たちは「みこころ 

の奥義」を知ることができる 

のだと思います。 
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２ 知恵と思慮 

「知恵」と訳されている原語は「sofi,a(ソフィア)」となっており、ヘブル語訳で

は「hm;k]j;(ホフマー)」です。箴言 8 章に次のように記されています。 

【箴言 8:12】 

「知恵(ホフマー)であるわたしは賢さを住まいとする。そこには知識と思慮がある。」 

「知恵」を擬人化して表現していますが、箴言 8 章の内容で語られている「知恵」と

はイェシュアを指していることに疑いの余地はありません。パウロも次のように教え 

ています。 

【Ⅰコリント 1:30】 

「しかし、あなたがたは神によってキリスト・イエスのうちにあります。キリスト

は、私たちにとって神からの知恵、すなわち、義と聖と贖いになられました。」 

パウロは、キリストが私たちにとって神からの「知恵」となられたと語り、その「知

恵」とは義と聖と贖いであると教えています。 
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「義」とは、キリストが十字架の上で血による宥めのささげ物となられてすべての面

において義とせられ(ローマ 3:25)、いのちを与える御霊となり、信じる私たちの霊

を再生し、そのいのちを与えててくださったことです(ローマ 5:18)。 

 

また「聖」とは、それによって私たちの内側が神の聖さにあずかり、キリストの似姿

へと造り変えられていくことです(Ⅱコリント 3:18)。 

「贖い」とは、からだの贖いです(ローマ 8:23)。すなわち、キリストが再び天から

下ってこられるとき雲に包まれて引き上げられます(Ⅰテサロニケ 4:17)が、そのと

き私たちはキリストと同じように霊のからだに変えられます(ヒリピ 3:21)。 

 

また「思慮」と訳された原語は「fro,nhsij(フロネーシス)」で、ヘブル語では

「lk,f,(セヘル)」となっており、その動詞は「lk'c;(サーハル)」です。これは、

「成功する」、「悟らせる」、「賢くする」、「栄える」などの意味があります。 
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エペソ 1 章 8節の「知恵と思慮をもって私たちの上に(神の豊かな恵みを)あふれさせ

…」とありますが、神からの知恵である「義」と「聖」と「贖い」のことがらを私た

ちに悟らせることができるのは御霊です。ですから御霊によって与えられるあふれん

ばかりの恵みのことであると考えます。 

それゆえに、私たちは「みこころの奥義」を知ることができるのではないでしょうか。 

 

３ 一つに集められる 

【エペソ 1:9～10】 

「…その奥義とは、キリストにあって神があらかじめお立てになったみむねにしたが

い、時が満ちて計画が実行に移され、天にあるものも地にあるものも、一切のもの

が、キリストにあって、一つに集められることです。」 

あらゆる知恵と思慮をもって知ることのできる奥義、その奥義とはここにあるように 

「キリストにあって、一つに集められること」、それがエペソ 1 章 9節の「みこころ 
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の奥義」としてパウロが私たちに伝えようとしていることです。それは、私たちの霊

が再生され、御霊の働きがなければ知り得なかったことです。 

 

私たちに対する神の霊的祝福は、あらかじめ神のご計画として定められていました。 

同様に、ここでパウロが示そうとする「みこころの奥義」も最初から計画されていた

ことに従ったものです。 

そしてそれは神が定められたときに成就することとなります。 

 

この奥義は、「天にあるものも地にあるものも、一切のものが…」とあるように、個

人の救いというレベルをはるかに超えて、神が創造されたすべてのものに及ぶスケー

ルを含んだ奥義であることを感じさせます。 

 

ではその一切のものが「キリストにあって、一つに集められること」とはどういう意 

 

 



- 11 - 
 

 

味でしょうか。 

 

「一つに集められること」と訳された原語は、「avnakefalaiw,sasqai(アナ

ケファライオーサスサイ)」となっており、「avnakefalaio,w(アナケファライ

オー)」という言葉のアオリスト、中動態、不定詞で表されています。それは「頭(か

しら)にまとめる」、「一つにまとめる」、「総括する」などの意味があります。この言

葉は新約聖書で 2回しか使われていません。もう一か所はローマ 13 章 9 節ですが、

そちらの方では「要約する」と訳されています。 

 

このギリシア語原語に注目し、語幹の構造を見てみると、「avna(アナ)」と

「kefalaio,w(ケファライオー)」と「sasqai(サスサイ)」の三つに分解す

ることができます。 
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「avna(アナ)」は、 

「再び」、「上へ」、 

「元へ」という意味 

を付加する接頭辞で 

す。 

「kefalaio,w 
(ケファライオー)」 

は、さらに「kefa 
lh,(ケファレー)」 

と「aio,w(アイオ 

ー)」に分解されま 

す。「kefalh,(ケ 

ファレー)」は「頭(かしら)」、「頂き」、「長」、「要石」などの意味を持つ名詞で、 
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「aio,w(アイオー)」は「～にする」というような名詞を動詞化する接尾辞です。 

「sasqai(サスサイ)」は、たった一度限りの行為を表すアオリストの「sa(サ)」

と「自分のために」や「自分に関して」などの意味を付加する中動態不定詞語尾の

「sqai(スサイ)」となっています。 

 

これらのことから、「avnakefalaiw,sasqai(アナケファライオーサスサイ)」

をエペソ 1章 10 節の文脈に沿って表現するのであれば、「 (キリスト)をかしらとし

て、(キリスト)のもとに、(キリスト)のために、(キリスト)によって全体を一つに再

統合されること」と理解することができるのではないでしょうか。 

そして、「再統合」されるのは「天にあるものも地にあるものも、一切のもの」です。 

 

４ 天にあるものと地にあるもの 

時が満ちて計画が実行に移されるときに「天にあるもの」とは何でしょうか。 
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【エペソ 2:4～6】 

「4 しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえ

に、5背きの中に死んでいた私たちを、キリストとともに生かしてくださいました。

あなたがたが救われたのは恵みによるのです。6 神はまた、キリスト・イエスにあっ

て、私たちをともによみがえらせ、ともに天上に座らせてくださいました。」 

イェシュアは、ご自身の死と復活を通していのちを与える霊となられ、人の霊を再生

し、キリストとともに生きるものとしてくださいました。それはまた人のいのちがキ

リストとともに天上におられる父なる神のうちに隠されたということです(コロサイ

3:3)。 

 

このことは、イェシュアご自身も弟子たちにあらかじめ語っておられました。 

【ヨハネ 14:3】 

「わたしが行って、あなたがたに場所を用意したら、また来て、あなたがたをわたし 
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のもとに迎えます。わたしがいるところに、あなたがたもいるようにするためです。」 

それは、イェシュアが復活された朝にご自身を初穂としてささげるために秘密の昇天

がなされ、その日の夕方に天から戻られたイェシュアが弟子たちの前に現れて息を吹

きかけたときに実現しました(ヨハネ 20:22)。そして、イェシュアがいのちを与える

霊となられて人の内におられるとするなら、それは同時に天におられる父なる神の内

にいることにもなります(ヨハネ 17:21～23)。 

 

そして、「ともに天上に座する」という霊的事実はやがて教会の歴史においても成就

することとなって神のご計画が進んでいきます。それが後に起こることとしてパウロ

は次のように教えています。 

【Ⅰテサロニケ 4:16～17】 

「16 すなわち、号令と御使いのかしらの声と神のラッパの響きとともに、主ご自身

が天から下って来られます。そしてまず、キリストにある死者がよみがえり、17 そ 
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れから、生き残っている私たちが、彼らと一緒に雲に包まれて引き上げられ、空中で 

主と会うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。」 

イェシュアは再び戻ってこられ、キリストにある者たち、すなわち教会を一瞬にして

天に引き上げ、教会の贖いが完成されることとなります。そして、教会は天において

キリストが王となられるのを待ち望みます。 

 

その王となる瞬間をヨハネは天からの「大群衆の大きな声のようなもの」によって聞

いたとして、その幻を黙示録で記録しています。 

【黙示録 19:6～8】 

「6…『ハレルヤ。私たちの神である主、全能者が王となられた。7 私たちは喜び楽

しみ、神をほめたたえよう。子羊の婚礼の時が来て、花嫁は用意ができたのだから。

8花嫁は、輝くきよい亜麻布をまとうことが許された。その亜麻布とは、聖徒たちの

正しい行いである。』」 
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教会は、キリストの花嫁として用意を整え、空中において婚礼が執り行われ、王とな

るために地上に再臨されるキリストに従っていきます(黙示録 19:14)。 

このように、天にある「教会」はキリストとともに地上に戻ってきます。 

 

それから、「地にあるもの」とはなんでしょうか。 

神は天の下の水を一つの所に集め、「乾いた所」を現わし、それを「地」と名づけら

れました(創世記 1:9～10)。その「地」こそが歴史における神のご計画の舞台です。 

それはすなわち「イスラエルの民」のことです。しかも、終わりのときに集められる

のは「イスラエルの残りの者」だけであるとイザヤは預言しています。 

【イザヤ 10:20～22】 

「20 その日になると、イスラエルの残りの者、ヤコブの家の逃れの者は、もう二度

と自分を打つ者に頼らず、イスラエルの聖なる方、【主】に真実をもって頼る。21 残

りの者、ヤコブの残りの者は、力ある神に立ち返る。22 たとえ、あなたの民イスラ 
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エルが海の砂のようであっても、その中の残りの者だけが帰って来る。…」 

 

つまり、天にあるものと地にあるものとは教会とイスラエルの残りの者ということで 

はないでしょうか。 

 

さらに集められる一切のものには、 

①患難時代に信じて殉教する異邦人、 

②旧約の聖徒たち、 

③患難時代にユダヤ人を助ける異邦人、 

④最後の戦いに生き残った諸国の民 

も含まれます。 

このように、すべてのものは王となられたキリストをかしらとして、キリストのもと

に、キリストのために、キリストによって一つに再統合されます。 
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５ エデンの園における安息 

また、「再統合」ということは以前にあった統合された状態に再び戻すということです。 

それは、エデンの園の回復を意味します。 

 

神は、創世記 2 章 7 節で人を「形造り(rx'y::ヤーツァル)」とあります。この語彙

は、陶器師の行為として用いられています(イザヤ 29:16)。ですから、計画と目的を

もって「造られた」ということであり、神のみこころでした。 

 

また、創世記 2 章 8 節ではその人をエデンの園に「置かれた(!yci:スィーム)」とあ

りますが、それは「任命する」という意味もあることから、単にそこに住まわせたと

いうことではなく、そこでの人の為すべき営みを任命したということができます。 

その営みは、創世記 2 章 15 節にあるようにエデンの園において「耕す(db'[;:アーヴ

ァド)」ことです。つまり、神のそばに仕え、神との関わりの中に生きる(礼拝する) 
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ことです。 

 

また、エデンの園を「守る(rm'v;:シャーマル)」ことです。それは「治める」、「管理 

する」ということですが、神の主権のもとになされなければなりません。ですから、

神の声に耳を傾ける必要があります。 

 

しかし、そのような神の人に対する任命は神と人との主従関係の構築を意味するので

はありません。15 節の「…人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ、ま

た守らせた」の「置き」という言葉は「j"Wn(ヌーアッハ)」の使役態が使われてお

り、「安息を与えて憩わせる」という意味を持ちます。従って、「耕し(db'[;:アーヴ

ァド)」、「守る(rm'v;:シャーマル)」ということは、神との交わりの中で安息がもた

らされ、その素晴らしさを楽しむということにほかなりません。 
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これらのことは、神と人が常に直接的・親密に関わっていたことの状況証拠となります。 

 

実際に、アダムが蛇に騙され、善悪の木の実を食べることとなった直後、創世記 3 章

8節で「彼らは、神である【主】が園を歩き回られる音を聞いた」とありますが、神

が「歩き回られる」と訳されている言葉は「歩く」を意味する「&l'h;(ハーラフ)」

の強意のヒットパエル態「&Leh't]mi(ミトゥハッレーフ)」が使われています。 

 

この同じ語彙がⅡサムエル 7 章 6節で用いられており、「わたしは、エジプトからイ

スラエルの子らを連れ上った日から今日まで、家に住んだことはなく、天幕、幕屋に

いて、歩んできた(&Leh't]mi:ミトゥハッレーフ)のだ。」とあります。 

 

つまり、「&Leh't]mi(ミトゥハッレーフ)」は継続的・反復的に行き廻っていたという

意味であり、本来は神と人が日常的にともに歩いていることを意図しています。 
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６ エデンの園からの追放と回復 

ところが人が「善悪の知識の木と一つのように」なった結果、エデンの園の秩序が崩

壊し、安息が失われ、人は追放されることとなります(創世記 3:24)。 

 

しかし、エデンの園からの追放は人の失敗に対する処罰ではなく、はじめから神のご

計画として定められていた必然でした。なぜなら、神はすでに創世記 3 章 15 節で

「蛇の頭を砕き」、3章 21 節で「皮の衣を着せる」という回復の約束を与えており、

追放で終わることはないということが示されています。 

 

また、はじめから天に存在している新しいエルサレムに「いのちの木」が置かれ、神

のしもべたちがそこにいる(黙示録 22:2)ということは、その「いのちの木」と再び

出会い、ひとつとなることが神のご計画には織り込み済みであるということができる

からです。 
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神は、歴史の舞台であるイスラエルの民が様々な失敗と苦難を通って、経験的に「神

を知る」ことを学び、「善悪の知識の木」と結ばれた古い自分に死ぬことにより、イ

ェシュアを通して「いのち」を受け取ることができるように、そして神のご計画を理

解することができるように意図して人を追放したということだと思います。 

 

パウロは、ここでの人を「最初のアダム」あるいは「第一のアダム」と表現していま

すが、それはイスラエルを表しているということができます。 

 

【創世記 3:23】 

「神である【主】は、人をエデンの園から追い出し、人が自分が取り出された大地を

耕すようにされた。」 

ここでも人がエデンの園から追放されることが記されています。24 節の「追放す

る」は「vr'G:(ガーラシュ)」で訳出のとおり「追放する」という意味ですが、この 
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23 節の「追い出す」は「jr'v;(シャーラハ)」となっており、「送り出す」、「遣わ

す」という意味があります。それは「大地を耕す」ためであると語られています。

「耕す(db'[;:アーヴァド)」とは、祭司の務めを意味します。 

 

【出エジプト 19:5～6】 

「5 今、もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、

あなたがたはあらゆる民族の中にあって、わたしの宝となる。全世界はわたしのもの

であるから。6 あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、聖なる国民となる。」 

神は人々の中からアブラハムを選び、回復のしるしとなる約束を与え、祝福の基とさ

れました(創世記 12:1～3)。そして彼から出たイスラエルの民に祭司としての務めを

与えられます。 

 

しかし、ホセア書 6:7 に「ところが、彼らはアダムのように契約を破り、そこでわた 
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しを裏切った。」と語られています。主に立ち返り、主を知ることを切に追い求めよ

うと諭されているにもかかわらず、彼らは繰り返し神に背き、失敗と苦難を経験しま

す。そのような中でも、神は預言者を遣わして常に回復の約束を告げられています。 

 

その希望として語られているのがイスラエルから出てくるメシアであり、「最後のア

ダム」あるいは「第二のアダム」です。 

【Ⅰコリント 15:45～47】 

「45 こう書かれています。「最初の人アダムは生きるものとなった。」しかし、最後

のアダムはいのちを与える御霊となりました。46 最初にあったのは、御霊のもので

はなく血肉のものです。御霊のものは後に来るのです。47 第一の人は地から出て、

土で造られた人ですが、第二の人は天から出た方です。」 

 

パウロは、土で造られた「血肉のからだ」と天に属する「御霊のからだ」があると教 
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えています。そして、「血肉のからだは神の国を相続できません。朽ちるものは、朽

ちないものを相続できません。(Ⅰコリント 15:50)」と続けます。 

 

また、「御霊のからだ」となり、神の国を相続することができる保証について次のよ

うに述べています。 

【エペソ 1:13～14】 

「13 このキリストにあって、あなたがたもまた、真理のことば、あなたがたの救い

の福音を聞いてそれを信じたことにより、約束の聖霊によって証印を押されました。

14 聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です。このことは、私たちが贖われて

神のものとされ、神の栄光がほめたたえられるためです。」 

13 節の「証印」という原語は「sfragi,zw(スフラギゾー)」となっており、これ

は商取引の際に穀物袋に封印し、その内容物が間違いないことを証するときに用い 

られていたようです。そういう意味で、「証印(封印)」は所属を示すとともに、その 
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所有者の保護を意味するとされており、黙示録 7 章の十四万四千人の額の印の原語も

この言葉が用いられています。つまり、聖霊の証印が押されたということは、神のも

のとされ、神の守りの中に置かれるということを示していると思います。 

 

そして、この聖霊は「約束の」聖霊であるとパウロは語っています。それはすなわち

旧約時代にたびたび語られていた「新しい契約」のしるしとしての聖霊です。 

【エレミヤ 31:31～33】 

「31 見よ、その時代が来る─【主】のことば─。そのとき、わたしはイスラエルの

家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ。32 その契約は、わたしが彼らの先祖の手

を取って、エジプトの地から導き出した日に、彼らと結んだ契約のようではない。わ

たしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破った─【主】のことば─。33

これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである─【主】のこと 

ば─。わたしは、わたしの律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。 
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わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。」 

(その他イザヤ 44:3、エゼキエル 36:26～27、ヨエル 2:28–29 など) 

これは、イスラエルの残りの者に与えられた契約です。終わりの時代に未曽有の患難

の中で恵みと哀願の霊が注がれ、彼らの目は開かれます。そのことによって彼らはキ

リストと一つに結ばれます。 

 

ヨハネ 14 章でイェシュアは弟子たちに助け主としての聖霊が与えられることをあら

かじめ語っておられますが、それはイスラエルの残りの者に注がれる聖霊の型となっ

ています。 

後のものが先になって教会が聖霊を受けることでキリストと一つとされますが、神の

ご計画はエペソ 1章 10 節にあるように最終的には「天にあるものも地にあるもの

も、一切のもの」がひとつとされることになります。 

火曜ＡＣ 呉屋敏 

 

 


